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　1.序
　近年，企業取引のグローバル化かめざましく進展するにともなって，会
計基準を国際的に統一しようとする動きが強まってきている。そしてその
中心となるのは国際会計基準委員会(International Accounting StandardCom-
mittee一以下,IASCと略称する)が公表する国際会計基準(International Ac-
countingStandard)である。
　もともとIASCは職業会計士団体の国際組織であって，完全な民間の
団体であるため，公表する国際会計基準に法的拘束力がないこと，さらに
は各国の会計基準がそれぞれの国固有の法的・経済的・社会的，そして歴
史的情勢をふまえて成立しているということから，国際的にたった１つの
会計基準に統一しようという方向を選択するのではなく，各国の会計基準
を調和化させようという方向を選んでいた。しかしながら1987年に証券
監督者国際機構(ＩＯＳＣＯ)という政府組織の国際機関がIASCの諮問グル
ープに参加し，翌年, IASCの活動を全面的に支持する声明を発表すると
様相は一変し，現在に至っているといえよう。わが国でも1990年代後半
から行われてきた一連の会計制度改革，いわゆる日本版会計ビッグ・バン
も，この流れをふまえたものである。
　ところでIASCはイギリスおよびアメリカの会計実務家が主導してい
る。したがってそこで公表される国際会計基準も，資産負債アプローチや
経済的実質優先主義に代表されるように，アングロ・サクソン流の会計思
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考を全面的に取り入れたものである。いわばアングロ・サクソン流の会計
思考で世界が統一されようとしているともいえよう。
　しかしながらわれわれはこのような時代であるからこそ，もう１つの会
計思考，フランコ・ジャーマン流のそれに注目したい。とりわけプラン・
コンタブル・ジェネラル(Plan Comptable General一以下，プラン・コンタブル
と略称する)という独特の標準会計制度を持つフランスの会計思考に，強
く興味を持った。フランスでは20世紀中盤から，すべての企業に同一の，
そして単一の会計基準であるプラン・コンタブルの適用を義務づけている。
そしてそれだけでなく，そのプラン・コンタブルによる会計標準化の思考
を，仏語圈の旧植民地の国々にまで普及させているところに，独自の会計
観，否，会計文化を待っているといえよう1)。アングロ・サクソン流の会
計観が会計の世界を席巻する中で，このような会計文化に正面から取り組
むことこそ，非常に意義深いことであるとわれわれは考えるのである。
　さて，プラン・コンタブルはこれまで細かい修整は別として，1942
年2)，1947年3)，1957年4)，1982年5)の４種類のものが公表されている。
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このうち，最初の1942年のプランは占頷下でドイツ軍の指導により作成
されたものであり，1937年にドイツ国内で公表・適用されていたゲーリ
ング・プラン(Plan ＧＯＥＲＩＮＧ）の模倣にすぎなかった。したがって戦後の
プランの展開には何ら関係のないものであって，1947年プラン・コンタ
ブルこそがフランス自らの手で作成した最初のプランであり，一般会計と
分析会計を形式的には同じ体系の下で，実質的には分離させて配置した二
元論のプランがフランスのプラン・コンタブルであるという理解が通説で
ある。
　しかしながらわれわれはこの通説に対して，「なぜフランスは，占頷下
で他国から押しつけられたともいえる1942年プラン・コンタブルの思考
を，完全に放棄しなかったのであろうか6）」との疑問を抱いた。すべての
勘定科目に勘定番号を付し，10違法によってクラスごとに分類したカド
ル・コンタブルを中心にした勘定組織と，本来性質を異にする一般会計と
分析会計を１つの勘定組織の中で扱うという，プラン・コンタブルの根本
的思考は1942年プラン・コンタブルの公表から現在まで，脈々と受け継
がれてきているように，われわれには思える。
　このわれわれの疑問に応えうるものとして，われわれはすでに１つの仮
説を提示してきた。すなわち「従来，わが国だけでなく，フランス国内に
おいてさえ，肯定されていないものの，1942年プラン・コンタブルこそ
がプラン・コンタブルの第１版ともいえるものであり，プラン・コンタブ
ルによる会計標準化思考はこの1942年プラン・コンタブルが原型になっ
ている7）」という仮説である。
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　この仮説を証明するためにわれわれはこれまで，以下のような考察を試
みてきた。
　　i　1929年のバルセロナ国際会計会議(Congres internationalde
　　　comptabilite)よりフランスを含めた西欧各国に会計標準化を試み
　　　る動きが広がり，これを受けてフランスでも，会計標準化の手続
　　　が30年代末より進められてきたことに関する考察8）
　　ii　1942年７月の『現代経済研究』(Revue de rEconomie contemporaine)
　　　第３号に掲載され，1942年プラン・コンタブルの冒頭にも収録さ
　　　れた「プラン・コンタブルの存在理由」と命名された小稿に関す
　　　る考察9）
　　iii　リシャール（J.ＲｌｃＨＡＲＤ）の論稿を手がかりとした，1942年プラ
　　　ン・コンタブルとコンテンラーメンの比較1o）
　　iv　同じくリシャールの論稿を手がかりとした，1942年プラン・コ
　　　ンタブルと1947年プラン・コンタブルの比較11）
　ところでわれわれは第１の考察において，コーバン（Ｒ.ＣＡＵＶＩＮ）の論稿
を手がかりとして，研究を進めてきた。そしてその結果，プラン・コンタ
ブルによる会計標準化は，20世紀前半期の会計理論や会計技術の進歩を
積極的に会計制度に取り入れることで，当時西欧で普及しつつあった会計
標準化思考を具現化しようとしたものであるという結論に到達した。この
結論をさらに精度の高いものにするためには，他の角度から考察を行うこ
とが必要である。すなわちフランス国内の研究者達，とりわけ該当する時
期のプラン・コンタブルを中心としたフランスの会計制度の研究者達が同
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様の理解に到達しているかどうかを調べることが不可欠であると思われる。
　しかしながらこの研究は困難を極めた。もともとフランスでは現在の会
計手続の問題が重要視され，会計の歴史的展開，とりわけわれわれが研究
の対象としている1942年プラン・コンタブルに関わる研究があまり童姿
視されていない。その上，すでに半世紀以上の月日が経過している。第２
次世界大戦，さらにはその過程でのドイツによる占領があったこともあり，
著しく資料が少ないのである。
　そんな中でわれわれはようやく，デゴ(J-G. DEGOS)とパンスルー(Ｃ-Ｃ.
ＰＩＮＣＥＬＯＵＰ)の会計史に関する著書を見つけることができた。現在，会計
史研究にあたるフランスの代表的な学者であるデゴの著書12)は，古代エ
ジプト，ギリシア，ローマ文明から現代までの会計の歴史について論じた
もので，全体の６分の１にあたる20ページをプラン・コンタブルについ
て費やしている。またパンスルーの著書13)は上下２巻からなり，1901年
から1950年までのフランスにおける会計に関する歩みを，10年ごとにま
とめたものであって，われわれの研究にはこの上もないもののように思わ
れる。
　そこで本稿ではこのデゴとパンスルーの著書を手がかりにして，20世
紀の前半期のフランスの会計標準化に向けた状況について考察していくこ
とにする。
　2.会計理論の展開
　19世紀後半に会計理論の進展がみられた14)フランスでは，20世紀に入
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り，会計技術の進展とも相俟って，著名な会計学者によって会計理論が大
きく発展した。デゴは著書の中で，代表的な理論家として，レオティ(Ｅ.
ＬＥＡＵＴＥＹ),フォール(G. FAURE),デュマルシエ(Ｊ． ＤＵＭＡＲＣＨＥＹ)，ド・
ラ・ボルト(Ｄｅ la ＰＯＲＴＥ)，パングロウ(Ｃ. ＰＥＮＧＬＡＯＵ)の名前を挙げ
ている。
　レオティは(会計標準化の先駆者の一人である15)｣。彼は1903年に出版
した著書『株式会社の貸借対照表の統一化』(L'unification des bilans des so-
cietespar actions)の中で，｢取引の記帳をしたり財産目録を作成したりする
さいに企業に自由性を委ねておくかぎり，数多くの誤用をもたらすことを
指摘したうえで，決算書類についての統計的方法に基づく統一的表示の重
要性を示し，企業の諸要請に適合すべき弾力性を考慮した貸借対照表につ
いての特定の諸規則およびモデルを提案した16)｣のである。またレオティ
は金属会社の管理責任者であり，工業会計について研究し，1865年に『工
業の会計と管理』(Traite de comptabiliteet d'administrationindustrielle)を出版
し，さまざまな製造工程で原価を把握することが可能な勘定分類を試みた
ギルボー(Ａ.ＧＵＩＬＢＡＵＬＴ)が協力して，1889年に出版した著書『勘定理
論，一家計の，商業の，工業の，財務の，そして農業の会計－』17)は，(フ
ランスの会計に新しい視点を開いた18)｣ものであるといえる。レオティと
ギルボーは会計を科学の一分野として明確に位置づけ，(さまざまな経済
循環，生産，分配，消費の諸勘定間の合理的な関係を明確にした19)｣ので
ある。その上で彼らは｢財産を所有し，管理する企業のために，企業の社
会的・経済的諸活動が企業に及ぼす影響を，勘定理論があらゆる時点で把
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握することを可能にしなければならない2o）」と結論づけ，実務に適用する
勘定体系の作成と，貸借対照表の統一を試みるのである21）。
　職業会計人であり，高等商業専門学校教授でもあったフォールは，多く
の著作を残しており，その著作は20世紀前半の商業学校で教科書として
用いられてきた。彼は会計を言語，経済サービスに対する技術であると考
え，国民経済の発展に会計が大きな貢献を果たすことを表明した22）。
　デュマルシエは1914年の『会計の実証理論』（Ｌａ theorie positive de la
comptabilite),1925年の『近代会計：哲学，科学，技術という３つの観点
での会計理論の合理的構成の試み』（Ｌａ comptabilitemodeme : essaide consti-
tution rationnelled'une disciplinecomptable au triplepoint de vue philisophique,
scientifique,et technique),および1926年の『科学的原価理論』(Theorie scienti-
fique de prix de revient)の３つの著作を著した。彼は「会計を数学，哲学，
経済学，そして社会学を使用する１つの社会科学であり，ミクロ経済学と
マクロ経済学とを会計手続の媒介によって統合することができる23）」と考
えていた。デュマルシエは会計の一般的な目的を，経済と会計との複雑な
関係を，会計という手段によって，具体的に貸借対照表の形で表すことで
あると考えていた。彼は勘定を価値単位のクラスとして定義し，そこから
資産，負債，純財産の概念を規定し，これらの関係を表現するものとして，
貸借対照表を考えていたのである。
　ド・ラ・ボルトは会計を科学として定義した。彼は会計の目的を「経済
手続を描くこと，原価を計算すること，財政状態・取引の成果を評価する
こと，および資産を評価すること24）」としている。彼は1936年に出版さ
れた『ロレ百科事典』(Encycolopedie ＲＯＲＥＴ）の中で，「会計は勘定の科学
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であり，実務的，法的，財務的タスクを完遂するために用いられる25）」と
デュマルシエの理論の本質について論じている。またパングロウは1929
年に『会計技術入門』(Introduction a la technique comptable)を著し，会計と
法律，財政，経済との関係を研究した。彼の著作は，会計の基礎構造に関
して，後に多くの著者によって参照されることになる。
　このように20世紀前半のフランスの会計学者について論じた後でデゴ
は，フランスの会計制度，プラン・コンタブル生成に影響を及ぼした何人
かの他国の会計学者についても論じている。デゴによれば，その存在価値
がフランスの会計学者のそれにも勝るとも劣らない代表的な学者がシュマ
ーレンバッハ（Ｅ.ＳＣＨＭＡＬＥＮＢＡＣＨ）である26）。
　シュマーレンバッハについては，動的貸借対照表論・コンテンラーメン
論を発表し，近代会計の礎を築いた会計学者として，あまりにも有名であ
る。われわれもすでにシュマーレンバッハについては，コンテンラーメン
の創始者として，さらにはフランスのプラン・コンタブルに多大な影響を
与えた会計学者として，何度となく考察してきた。デゴはシュマーレンバ
ッハについて，「あらゆるプラン・コンタブル（コンテンラーメン…筆者注）
の創始者であり，分析会計の問題での第一人者であり，原価管理の先駆者
である27）」と評価している。
　以上，われわれはデゴの著書にしたがって，20世紀前半のフランスの
会計理論の展開についてみてきた。そしてそれは次のようにまとめること
ができるであろう。すなわち，20世紀に入り工業が発達するとともに，
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フランスでは会計の標準化という問題が関心を集めはしめた。レオティが
主張するように，会計方法を企業の自主性に委ねていたのでは，誤りが生
じ，結果として生産性の向上等の企業の成長，ひいては国民経済の発展に
寄与し得ないばかりでなく，企業間の比較を行うことができないからであ
る。フランスでは会計を，商業であれ，製造業であれ，はたまた農業であ
っても，企業の経済活動を把握するための道具として位置づけたのである。
さらにはすべての企業の会計方法や貸借対照表を中心とした財務諸表の統
一を回り，また財務会計の領域である一般会計と原価会計・管理会計の領
域である分析会計の両者を包含する標準会計制度を制定することによって，
個別の企業だけでなく，国民経済全体の成長のための手段としても位置づ
けるように考えたのであった。
　フランスにおいてこのような会計思考が広がりをみることになった背景
としてもう１つの要素，会計技術の進展も挙げられるであろう。もちろん
現在のコンピュータのようなものはまだ出現しているはずもないが,(1867
年に発明された機械式帳簿28)｣をはじめとして，ファイル，カーボン紙，
カード，製本システム，さらには初期の計算機などが実用化されはじめた
のもこの時期であり，プラン・コンタブルが後に，勘定のコード化を実現
することに大きな影響を与えたであろうことが考えられるのである。
　3.会計標準化思考の普及
　前節でわれわれはデゴの著書を手がかりにして，20世紀前半のフラン
スの会計理論の展開について考察したが，次いで本節ではパンスルーの著
書を手がかりとして，この時期の西欧で会計標準化思考がどのように普及
していたのかについて考察していきたい。はたして本当に会計標準化思考
が広まっていたのであろうか。
　そもそもわれわれがこの仮説を打ち立てることになったきっかけはコー
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バンの論稿であった。すなわち（1929年のバルセロナ国際会計会議以来，
会計の普遍的な定義が欠如している29）」こと，企業が使用している勘定の
複雑さと財務諸表の統一がないことが問題になり，その定義を求め，さら
には（企業の状況を浮き彫りにする会計を標準化し，会計データを比較可
能にすること3o）」を目的として，プラン・コンタブルの作成に向かったと
いうものであった。われわれはこのコーバンの論稿における指摘に着目
し，1942年プラン・コンタブルがフランスにおける今日に至るまでの一
貫した会計標準化の過程の中で作成されたという仮説を立てたのである。
　ここでポイントになるのはバルセロナ国際会計会議である。この会議で
何か話し合われたのか，パンスルーの著書を手がかりに，調べてみよう。
　バルセロナ国際会計会議は1929年９月８日から12日まで５日間の日程
で行われた。そしてこれは正確には第６回国際会計会議であり，国際会計
協会(Association Internationale de Comptabilite一以下, AICと略称する）とカ
タルーニャ会計士協会(!'Association des comptables de Catalogne),が主催し，
スペイン政府の後援で行われ，５つの政府と14の国家，60の専門会計士
協会の代表, 150名以上のメンバーが参加した。そしてそこでの討議テー
マは以下の６つであった31）。
　1）製造業および商業における貸借対照表の型の研究
　2）製造業における原価の計算手続および要素
　3）金融業の経営および会計を検査することを担当する機関，専門会計
　　　士，認許会計士
　4）公会計
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　5)会計教義(doctorine comptable)の決定
　6)国際的協調下の公認会計士
　コーバンの論稿での指摘は，この６つのテーマの中で，第一義的には５
番目のテーマに基づいたものであろう。産業，とりわけ製造業の著しい発
展と第１次世界大戦からの復興期という時代背景の中で，普遍的な会計教
義を決定する必要があった。さらには製造業での原価計算の手続を確立さ
せ，商業だけでなく，製造業をも含めたすべての企業が統一された財務諸
表を作成することで，企業の信頼性を保証し，企業間の比較を可能にする。
バルセロナ国際会計会議ではこのテーマを主題として，議論が進んだと考
えられる。コーバンの論稿が発表されたのが1949年であることから考え
るなら，第２次世界大戦とその後の歴史の中でアングロ・サクソン流の会
計思考が隆盛をとげ，世間の関心から遠ざかってしまったものの，確実に
このような思考が存在していたのであろう。
　さらにはシュマーレンバッハがコンテンラーメン論を公表したのが会議
の３年前であることから類推するならば，原価計算を財務会計と組織的に
融合させ，国民経済計算へも貢献するようなコンテンラーメンが，会議で
の有力な選択肢であったことはいうまでもないことであろう。
　ところで1929年のバルセロナ国際会計会議は第６回目のものであった。
したがってこれ以前にも，同様の国際会計会議が開かれたはずである。そ
こで次にこの国際会計会議について考察してみよう。
　第１回目の国際会計会議は1910年８月20日・21日の両日，ブリュッ
セルで博覧会の際に，第１回会計学会として，ペルギー会計学術組織
(Societeacademique de comptabilitede Belgique)とＡＩＣの主催で行われた。
その際のテーマは以下のようになっていた32)。
　第１部会　①会計の定義
　　　　　　②会計の役割の定義
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　　　　　　③会計要素の分割
　　　　　　④会計化のために採用される一般原則
　　　　　　⑤勘定の合理的分類
　　　　　　⑥専門用語
　　　　　　⑦行政部門(administrations publiques)の会計への私企業会計
　　　　　　　の導入
　第２部会　　勘定コードの作成
　第３部会　　会計に適応されるデシマルシステムによる勘定の分類
　第４部会　①専門的利害(interets professionels)
　　　　　　②専門的業務を法的に理解する手段
　驚いたことに，コーバンが指摘する問題は1929年のバルセロナ国際会
計会議で初めて議論されたわけではなかったのである。それどころか，そ
の約20年前の第１回会議から，すでに議題に上がっていたのである。第
１部会で議論された会計の定義や勘定分類の問題，および第２部会・第３
部会で議論された勘定分類とコード化の問題は，そのままフランスでの
1942年から現在までのプラン・コンタブルによる会計標準化のそれと結
びつくものであろう。
　続いて翌年９月24日・25日の両日，第２回国際会計会議がベルギーの
シャルルロワ(Charleroi)で行われた。そしてそこでのテーマは以下のよう
になっていた33)。
　第１部会-さまざまな観点での検証
　　　①教義的観点からの会計方法の比較検証
　　　②勘定分類の概念にしたがった２部門の会計化と参考としてのデシ
　　　　マルシステム
　　　③3重式会牡とロシアの会計
　　　④行政当局の会計
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　　　⑤公会計における統計学
　第２部会一民法と商法
　　　①会計年度の規則
　　　②英国会牡の規定
　　　③帳簿記入における起源と進展および会計職業人
　第３部会一刊行
　　　①会計の概念と原則の表現のためのシェーマと図表
　　　②会計のメカニズムを図表で提示する手段としてのシェーマと図表
　　　③管理マニュアル
　　　④国際中央会計刊行局
　　　⑤国際的経営および会牡関係のための国際的共通言語の使用
　第４部会一教育
　　　　会計専門学校（組織，研究プログラム，方法，手続および教育）
　第５部会一専門的利害
　　　①さまざまな条件の下での雇用契約
　　　②雇用契約と利子契約
　第１回会議で俎上にのばった議論，中でもわれわれが関心を持つプラン
・コンタブルによる会計標準化につながる議論は，第２回会議でも第１部
会で議論されている。そればかりか，議論をより発展させ，一般会計と分
析会計という２つの会計を意識し，それを統合するような会計思考，すな
わちフランスの会計思考により接近しているとさえ，いえるであろう。
　1913年８月23日・24日の両日には，ペルギー万博の際に，第３回国際
会計会議が聞かれた。そこでのテーマは次のようなものであった34）。
　第１部会一一般会計
　　　①勘定分類の普遍的シェーマの研究
　　　②株式会社の貸借対照表の統一―貸借対照表の型
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　　　　ａ）勘定分類の普遍的シェーマから生じる一般型の貸借対照表
　　　　b）会社と他の商人に特定の型の貸借対照表
　第２部会一教育
　　　　会計専門教育
　一見したところ第３回会議では，われわれが関心を持つテーマは後退し
たようにも思える。しかしながら，第１部会の議論の中心に勘定分類の普
遍的シェーマの研究が据えられていることからも，けっしてそのようなこ
とはないといえるであろう。
　さらに第４回国際会計会議が1914年９月にリュクセンブルクで予定さ
れていたが，第１次世界大戦のため，中止となってしまったのである35）。
　その後13年間の空白を乗り越え，1926年７月２日から４日まで，第５
回国際会計会議がブリュッセルで開かれる。この第６回の会議には報告者
としてフランスからド・ラ・ボルトが参加している。さらにはこの会議か
らあらたにメンバーとしてブラジル，スペイン，ギリシア，オランダ，イ
タリア，ルーマニアが加わったのである。この会議のテーマは以下のよう
になっていた36）。
　第１部会一一般会計
　　　―用語，プラン・コンタブル（勘定の普遍的分類）
　　　一勘定の働き，機能，特徴，符号
　第２部会一部局の作業の合理的組織
　　　一組織，サービス，刊行，係争問題
　　　一作業方法，機械他
　第３部会一国際会計会議の目標
　　　一国家経済が世界規模になるような原則から出発し，このことを理
　　　　解したうえで国際会計が最も広く最も高度な役割において世界
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　　　　規模になるような，大規模な国際集団と国際連盟との結合を実
　　　　現する行為
　　　一領域；統計，財政，一般経済，輸送
　第４部会-その他
　　　一他のあらゆる問題が会議の作業の枠組みに包含される
　もはやコーバンが指摘した問題が国際会計会議の中心的，そして第一義
的な課題であったことは明らかであろう。それどころか，会計の普遍的定
義を決定し，製造業における原価会計を財務会計と組織的に融合する。そ
してその上で，製造業であると，商業であるとを問わず，デシマルシステ
ムからなる勘定のコード化をすべての企業に適用するプラン・コンタブル
（ドイツではコンテンラーメン）によって，会計を標準化し，企業の経済活動
を描写し，他の企業との比較可能性を保証する。さらにはそれをマクロ経
済へ貢献させるという，フランス流の会計思考である会計標準化思考を進
化させるために国際会計会議があるといっても過言ではないであろう。
　以上，われわれはパンスルーの著書を手がかりとして，ブリュッセルで
行われた第１回国際会計会議からバルセロナの第６回国際会計会議までを
みてきたが，コーバンの指摘，そしてわれわれの仮説の出発点は，証明さ
れたといえよう。否それどころか良い意味で否定されたともいえようか。
　フランス流の会計思考である会計標準化思考は，1910年の第１回国際
会計会議から，議論されていたのである。それどころか，以後，この国際
会計会議の議論の中心になっていたともいえよう。
　もちろん，国際会計会議がベルギーを舞台にすることが中心である点か
ら考えると，ヨーロッパ大陸諸国主導のものであった可能性は拭いさるこ
とが出来ない事実である。しかしながら，少なくともフランスを含めたヨ
ーロッパ大陸諸国には，この思想が普及していたことは間違いないといえ
よう。そしてこの思考を具現化するために，1926年にドイツでシュマー
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レンバッハが発表したコンテンラーメンが(フランスではプラン・コンタブ
ルが),その手段として導入されることが検討されたといえよう37)。
　4　結び
　以上，われわれは20世紀前半期のフランスの会計標準化をめぐる状況
について，デゴの著書とパンスルーの著書を手がかりとして考察してきた。
そしてその結果はわれわれの仮説の証明のためには，非常に心強い根拠の
１つになったものと思われる。
　20世紀前半期のフランスでは会計理論が急速に進展を見せた。そして
その背景には製造業の発展による工業会計の進展があると類推できる。そ
れまで会計の具体的な方法や勘定分類，および財務諸表の形式について各
企業の自主性に委ねていたのでは，会計を信頼性のあるものにはできない。
ましてや企業間の比較ができないことはいうまでもない。会計は企業の経
済活動を描写するものであり，あらゆる企業に対して一般会計と分析会計
を包含した，単一のデシマルシステムの勘定分類を適用することで，会計
が社会科学の一分野として，さらにはミクロ経済とマクロ経済を結びつけ
る手段として存在するという方向で，理論が生育していくことになる。
　さらには同時期，1910年のブリュッセル国際会計会議から，会計の普
遍的定義を決定し，製造業であると，商業であるとを問わず，デシマルシ
ステムからなる勘定のコード化をすべての企業に適用することで会計を標
準化するという議論がなされてきたのである。そしてその議論が1929年
－100 －
のバルセロナ国際会計会議において，確立したと考えられるであろう。そ
の具体的な手段としてプラン・コンタブルが選択されたのはいうまでもな
いことである。
　したがってたとえドイツによる占領がなくとも，フランスではプラン・
コンタブルによる会計標準化を進めていたことは紛れもない事実であると
考えられよう。もちろんこれだけで，われわれの仮説が証明されたと結論
づけるのは早計かもしれないが，少なくとも強力な根拠になるとわれわれ
は確信している。
　ところで国際会計会議は，1929年のバルセロナ会議以降も継続されて
いる。したがって最後に1929年以降の議論について若干の考察を試みる
ことにする。
　1931年９月７日から９日まで，第７回国際会計会議がブカレストで，
ＡＩＣとルーマニア会計士高等審議会(Conseil superiurdu corps des experts-
comptableset comptablesautorisesde Roumanie)の主催で開催された。この会
議には「ドイツ，イギリス，オーストリア，ペルギー，ブラジル，ブルガ
リア，フランス，オランダ，ハンガリー，イタリア，チェコスロバキア，
スイスの代表団が参加し38）」ていた。そしてそこでのテーマは「①行政部
門への複式簿記会計の適用，②会計と税務(fisc),③公的機関を代表する
専門会計士の役割と機能39）」であった。
　続いて1935年８月17日から19日まで，第８回国際会計会議がブリュ
ッセル博覧会の際にＡＩＣの主催で開催された。会議では「一般会計」「公
会計」「教育」「専門的利害」の４つの部会に分かれ討論された。「一般会
計」を担当する第１部会では会計用語，会計と統計，後発事象，「公会計」
を担当する第２部会では各国の社会会計，グローバルなレペルでの貸借対
－101－
照夫，政府の貸借対照表，プラン・コンタブルに基づく複式簿記による政
府会計が主要なテーマであった40）。
　パンスルーによれば，その後国際会計士会議(Congres international
d'expert)やベルリン国際会計会議などが聞かれているが41)同様の形式の
国際会計会議は1939年の水博覧会(Exposition de l'Eau)の際にリエージュ
で開催された第10回国際会計会議42）が最後である。そしてこの会議には
（23カ国の代表団が参加し43）」，「一般会計」「法と立法府」「統計的刊行」
「組織，査定(expertise),景気，予測」「専門的利害」の５つの部会に分か
れて討論が行われた。「一般会計」を担当する第１部会での議論は海上お
よび河川会計，水運輸送会計が中心であった。
　この最後の第10回会議は第８回目までの会議と少し趣の異なった会議
になっている。すなわち第６回バルセロナ国際会議の後，第７回および第
８回の会議ともほぼ同様の傾向，つまりプラン・コンタブルによる会計標
準化，その社会会計への適用を意識したものになっている。フランス流の
会計思考をさらに発展させようとするものであった。しかしながら第10
回会議における議論は23カ国の代表団が参加したにもかかわらず，少な
くともパンスルーの著書によれば，きわめて当たり障りのないテーマにな
ってしまっているといえよう。そして同年，第２次世界大戦が勃発し，翌
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年，フランスはドイツに降伏，占領されるのである。
　本稿でわれわれは20世紀前半のフランスを中心とした西欧社会で，会
計標準化が展開されてきたその状況について考察してきた。そしてその結
論は会計理論と技術の発展を背景として，フランス国内およびヨーロッパ
大陸諸国を中心とした西欧各国において，商業であれ，製造業であれ，す
べての企業に対して，原価会計（分析会計）を財務会計（一般会計）に有機
的に結合し，両者を１つの体系に包含した会計の適用を義務化する。そこ
ではすべての勘定科目を分類し，10進法によるコードを付す。それによ
って企業の経済活動を明確に把握すること，企業間比較を行うことを可能
にし，さらにそれを国民経済計算にも結びつけるという，プラン・コンタ
ブルによる会計標準化，フランス流の会計思考が存在し，進展していたこ
とが明確になったとわれわれは考えるのである。
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